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刊行にあたって 

 
日本私立大学連盟は、加盟大学を対象として種々の調査研究を行っているが、奨学金

等に関しても、長年にわたり継続的に調査を実施している。 

本書は、学生委員会に設置した奨学金等分科会が実施した「令和３年度奨学金等調査

（令和２年度実績）」について、その概要と調査結果をとりまとめたものである。 

言うまでもなく、私立大学は、それぞれの建学の精神に則って運営されており、学生

の教育に関しても個々の理念と目的を掲げ、それらを具現するための活動を行っている。

こうした教育の理念と目的に鑑み、各大学では、独自の特徴的な学内奨学金等制度を構

築して、１人でも多くの学生の修学機会が確保できるよう懸命な努力を続けている。 

本報告書は、このような状況下における加盟大学の学内奨学金等制度の全体像を示し、

各大学での制度運用の一助となることを目的として刊行した。 

本報告書が加盟各大学における学生に対する経済支援、創意工夫に溢れる戦略的支援

の構築、運用に資することができれば幸いである。 

 
 

令和４年６月 

 
学 生 委 員 会 

担当理事 伊 藤 公 平 

委 員 長 池 谷 知 明 

奨 学 金 等 分 科 会 

分科会長 鳥 居 伸 好 
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○ 調査結果の電子データについて 

上記「４．集計結果」に関連して、私大連 web サイトの加盟大学専用ページ内の「デー

タライブラリー」に、以下のデータを公表しています。 

※「データライブラリー」を利用するにはあらかじめ利用登録が必要です。 

【集計結果】 

１）大学別「集計総括表（本報告書８頁の個別大学版）・回答調査票」【Excel 形式】 

２）加盟大学で令和２年度に新設された学内奨学金等制度一覧【Excel 形式】 

３）本報告書 21 頁の「学内奨学金等支給実績推移表（全体 125 大学）」および同推移表 

（グループ１～３別）【Excel 形式】 

４）学内奨学金等一覧（学部学生・大学院学生・受入留学生）【Excel 形式】 

５）本報告書 26 頁の「新制度に関する記述集計」【Excel 形式】 



Ⅰ．学生委員会奨学金等分科会の活動について 

奨学金等分科会は、学生委員会の下部組織として設置され、奨学金等の調査の実施とその分析ならび

に独立行政法人日本学生支援機構（以下、「日本学生支援機構」という）等の外部機関との協議をその主

要な任務としている。令和３年度の当分科会は、加盟大学の学生支援に資するために「令和３年度奨学

金等調査（令和２年度実績）」を実施した。また、国の奨学金施策の多くの部分を担う日本学生支援機構

との定期的な協議については、対面またはオンラインでの懇談会実施を目指したが、新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響から懇談会の開催は叶わず、それに代えて文書で要望事項を伝えて回答をいただく

という形式で実施した。 
 

１．令和３年度奨学金等調査を実施して 

令和３年度奨学金等調査は、日本私立大学連盟の全加盟大学に対して、学内奨学金等制度の状況およ

び「日本学生支援機構」の奨学金の受給状況を詳細に調査したものである。調査項目の詳細は【付録】

の実施要項を参照されたい。 

当分科会が奨学金等の調査を担当するようになって今年度で 16 年目となる。多くの詳細な調査項目

にもかかわらずこれを終えることができたのは、関係各位のご協力の賜物であり、厚く御礼申し上げる

次第である。 

調査については、まず、前回と同様に、学部・大学院ともに、授業料等の減免制度も含む奨学金等を

形態別および目的別に分類し、全体の調査結果と各グループ（グループ１：学生数１万人以上、グルー

プ２：４千人以上１万人未満、グループ３：４千人未満の３グループ）の調査結果を前年度と対比して

明示した。 

調査結果から加盟大学の奨学金等について、学部学生への支給状況を中心に、特徴的な部分を取り出

して概観することとする。なお、日本大学（学部学生数：約６万８千人、大学院学生数：約 2.7 千人）

の休会に伴い、今回のデータに日本大学の数字が反映されていないことの影響を考慮し、過年度データ

からも日本大学の数字を除外したデータを用いていることを申し添える。 

 

【学部学生「給費奨学金」（授業料等の減免制度を含む）】 

「Ａ＋Ａ’経済支援」については、支給金額は

約 78 億円であり前回比でほぼ横ばいであるが、

人数は約 2.4 倍増と急増しており、広く薄く支給

する傾向に動いたことが見て取れる。これについ

ては、令和２年度より高等教育の修学支援新制度

が始まったことに伴い、加盟大学の経済支援制度

にも変更が生じていることが窺える。その他、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響により修学困難となった学生を対象として、既存の経済支援制度の

活用をはじめ、校友や一般篤志家等による支援の下、緊急の少額給付型の奨学金を新設したことが影響

した可能性もある。いずれにしても、この「経済支援」での支給金額は、学部学生「給費奨学金」全体

の約 26％と最も高い割合であることからも、「経済支援」の充実は、引き続き加盟大学における主要な

政策として位置づけられていることが窺える。なお、高等教育の修学支援新制度も始まったばかりであ

り、今後も加盟大学の経済支援制度は大きく影響を受ける可能性があるため、引き続き推移を注視して

いく必要がある。 
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「Ｂ＋Ｂ’家計急変・災害援助」については、

支給金額は約 22 億円であり前回比で約 3.9 倍

増、人数は約 6.1 倍増と共に大幅に増加してい

る。これは、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響による家計急変者に対して、加盟大学が独

自の支援策を実施した結果だと推察される。 

 

「Ｃ学業成績優秀」については、支給金額は

約 39 億円であり前回比約 8.7 億円減（約 18％

減）となったが、人数は横ばいで、１人あたりの

支給金額が減る傾向となった。 

 

「Ｄ入試成績優秀者」については、支給金額

は約 35 億円であり前回比約 3.6 億円増（約 11％

増）、人数も約 1.2 倍増と共に増加している。特

にグループ２においてその傾向が顕著であり、

優秀な受験生の確保を目指して戦略的に活用さ

れていると考えられる。 

 

「Ｅ特定試験・学術褒章・教育奨励等」につい

ては、近年、継続して増加傾向にあったが、今回

は支給金額も人数も共に減少した。全体からみ

ると金額はさほど大きくないため影響は限定的

であるが、支援対象が変わったのかどうか、今後

も推移を見ていく必要がある。 

 

「Ｆスポーツ・文化・ボランティア活動優秀」

については、緩やかな増加傾向にあり、加盟大学

の政策的要素もあり一定の支給金額規模で運用

されていることが窺える。 

 

「Ｇ派遣留学生」については、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響から留学に行くことがで

きなかったことが窺え、支給金額は前回比約 22

億円減（約 86％減）、人数も約 85％減と大幅に

減少する結果となった。国際化推進のため近年

は増加傾向にあったため、新型コロナウイルス

感染症が収束したあとの動きがどうなるかを注

視していく必要がある。 
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「Ｈその他」については、支給金額・人数共に急

増しているが、これは新型コロナウイルス感染症拡

大への対応策として、加盟大学において全学生に一

律で「遠隔授業支援奨学金」を給付した場合などが

当てはまっているためと考えられる。 

 

「Ｉ受入れ留学生」においては、支給金額・人数

共に前回とほぼ同様であり、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響はほとんど受けていないことが窺

える。支給金額は約 66 億円であり、学部学生「給

費奨学金」全体の 23％を占めており、「Ａ＋Ａ’経

済支援」に次いで大きい規模となっていることか

ら、加盟大学において留学生支援策が推進されてい

ることが窺える。 

 

【学部学生「貸与奨学金」】 

「貸与奨学金」については、貸与金額は約 11 億

円（前回比 10％減）であり、引き続き減少傾向が

続いている。多くの加盟大学において、貸与型は日

本学生支援機構を活用することとし、大学独自の奨

学金については貸与型から給費型への制度移行が

進んでいるものと推察される。 

 

【大学院学生「給費奨学金」】 

学部学生と同様に、「Ａ＋Ａ’経済支援」と「Ｂ

＋Ｂ’家計急変・災害援助」については、支給金額・

人数共に急増しており、また「Ｇ派遣留学生」につ

いては支給金額・人数共に大幅に減少しているこ

とから、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が

見て取れる。なお、大学院学生「給費奨学金」全体

で見ると、支給金額・人数共に増加していることか

ら、加盟大学において大学院生支援策が推進され

ていることが窺える。 

 

【大学院学生「貸与奨学金」】 

「貸与奨学金」について、貸与金額は約 1.1 億円

（前回比 14％減）であり、引き続き減少傾向が続

いており、前述の学部学生と同様に奨学金の支給

方法が貸与型から給費型へ推移していることが窺

える。     ＜奨学金等分科会委員・分析＞ 
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２．日本学生支援機構への要望事項について 

 

奨学金等分科会では、日本学生支援機構との間で通常年に２回の定期的な懇談会を開催し
ているが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症が収束しない状況にあって、懇談会ま
での準備期間が短い等の理由により懇談会を実施することができなかった。対面による懇談
会、あるいはオンラインによる懇談会に代わって、令和 3 年度は、書面を通じて日本学生支
援機構への要望事項を伝え、日本学生機構からの回答を得て、その回答内容を分科会で検証
するとともに、各大学でそれを共有するという形を取った。新型コロナウイルス感染症の影
響を受けながらも、オンラインでの懇談ができた令和２年度と比べ、直接に相対しての意見
交換の場が持てなかったマイナス面はあるものの、検討課題に関する文書でのやり取りによ
り、要望事項の文書化および回答の文書化に際して、むしろ双方における熟考の機会が与え
られた。 

奨学金等分科会で取りまとめた要望事項は、令和３年９月８日付で日本学生支援機構に提
出され、約２か月後の 11 月 17 日に日本学生支援機構から回答が届けられた。要望事項は、
５つのテーマから成り、テーマ１は、「私立大学と日本学生支援機構との情報交換を推進する
ための最適なルートについて」、テーマ２は、「高等教育の修学支援新制度に係る改善提案に
ついて」、テーマ３は、「貸与奨学金（返還免除制度）に係る改善提案について」、テーマ 4 は、
「奨学事業の充実改善に係る提案について」、テーマ５は、「学生に対するサービス向上のお
願いについて」となっており、それぞれのテーマごとにさらに詳細な要望内容が提示された。
要望事項は、A4 判で８ページとなったが、日本学生支援機構からは、要望事項 52 項目すべ
てに回答があり、A4 判で 19 ページに及んでおり、その分量からみても、丁寧に回答されて
いることが窺われる。また、各項目での改善提案に関しては、奨学金業務および学生の手続
き上の有用な情報提供もあり、対面での意見交換ができない状況にあって、懇談に代わる文
書でのやり取りの優位性が示されている。一方で、高等教育の修学支援新制度に関わる改善
提案については、国が実施する制度に関することとして、文部科学省との要望事項の共有に
止めて踏み込んだ回答がえられないこともあり、学生の経済支援に関する改善を図るうえで
の熱意を伝える意味において、対面による懇談の必要性も看過しえないという認識をえた。
しかし、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、懇談の場を設けることができなかった
ものの、書面を通じて情報交換を深め、現行の奨学事業の充実改善に繋げられるという手応
えがえられたことも確かなことといえる。 

新型コロナウイルス感染症の影響など、今後も予測される家計急変に遭遇する学生への経
済支援の対応や国の新制度と各大学独自の奨学金制度との整合性を図るうえでも、奨学金政
策を担う日本学生支援機構との良好な関係を保つことは、重要な意味を持ちうる。今後とも
日本学生支援機構と当分科会とが緊密な連携を図ることにより、一層充実した奨学金制度の
構築に向けて友好的な関係を維持し、さらなる学生の経済支援に寄与したいと考える。 
 

学生委員会 奨学金等分科会 

分科会長 鳥居伸好 
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Ⅱ．令和３年度奨学金等調査結果の概要 

 

１．実施概要 

令和３年度調査は、令和２年度調査の基本方針（加盟大学の作業負担、経年変化による分

析の必要性等）を踏襲した。そのうえで、調査内容・項目について見直し作業を行い、以下

のとおりデータ設問を実施した。 

 

 

令和３年度奨学金等調査 実施概要 

 

Ⅰ．名称：令和３年度奨学金等調査 

Ⅱ．目的：加盟大学における奨学金等制度の実態、日本学生支援機構の奨学金 

受給状況を把握し、加盟各大学の学生経済援助施策の企画・立案に 

資するとともに、当連盟の各種事業活動に役立てる。 

Ⅲ．調査対象：対象大学（125大学） 

Ⅳ．実施期間：令和３年12月15日（水）～令和４年１月21日（金） 

Ⅴ．回答方法：「Excelによるデータ回答」形式 

Ⅵ．調査項目・内容 

１．データ設問：平成２年度実績 

（１）学内奨学金等制度（学部学生） 

（２）学内奨学金等制度（大学院学生） 

（３）学内給費奨学金等制度（受入れ留学生） 

（４）日本学生支援機構奨学金に関する調査 

  （５）新制度に関する調査（統計調査・記述調査） 

 

 

 

２．調査結果について 

  調査結果は、対象大学（125大学）の「全体集計」と、加盟大学を学部学生数別に３つのグ

ループに分類した「グループ別集計」とに分けて掲載している。 

  

  全 体 集 計（125大学） 

グループ１（学部学生数１万人以上：28大学） 

グループ２（学部学生数４千人以上１万人未満：42大学） 

グループ３（学部学生数４千人未満：55大学） 

 

※学部学生数は私大連「令和２年度学生・教職員数等調査」を参照した。 
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グループ１（学部学生数１万人以上：28大学） 

 
 

グループ２（学部学生数４千人以上１万人未満：42大学） 

 
 

グループ３（学部学生数４千人未満：55大学） 

 
※グループ構成について、令和２年度調査との変更点は以下の通り。 

新規加盟校：東京国際大学（グループ２） 

 休 会 校：日本大学（グループ１） 

 

 

３．記載データ 
（１）集計表（全体集計）・・・８頁～10頁 

 ａ.「Ⅰ．学内奨学金等支給実績総括表」 

    令和３年度学内奨学金等調査の分類別（Ａ～Ｉ）支給実績（学部・大学院学生別） 

ｂ.「学生１人あたり支給金額（全体集計）」 

令和３年度学内奨学金等調査の分類別（学部・大学院学生別）に、 

学生１人あたりの給費額（減免を含めた集計）・貸与額をグラフで表した。 

ｃ．「Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表」 

    ①令和２年度新規採用実績 

②令和２年度「第二種奨学金（短期留学）」新規採用実績 

③奨学生総件数（新規及び継続合計） 

ｄ．「Ⅲ．新制度に関する統計調査」 

    ①新規採用人数（調査年度中「新規」に第Ⅰ～Ⅲ区分に認められた者の人数） 

    ②支援対象者の数（実数） 

    ③支援対象者の学期・区分ごとの人数 

    ④春学期末、秋学期末の学業成績による適格認定で「警告」「廃止」と判定された人数 

    ⑤支援対象者のうち、授業料減免のみ、あるいは、給付奨学金のみの支援を受けてい

る人数 

    ⑥支援対象者のうち、貸与奨学金と併用した人数 

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名

1 青山学院大学 6 福岡大学 11 関東学院大学 16 九州産業大学 21 立命館大学 26 東京農業大学

2 中京大学 7 法政大学 12 慶應義塾大学 17 明治大学 22 龍谷大学 27 東洋大学

3 中央大学 8 上智大学 13 國學院大學 18 明治学院大学 23 専修大学 28 早稲田大学

4 大東文化大学 9 関西大学 14 駒澤大学 19 立教大学 24 東北学院大学

5 同志社大学 10 関西学院大学 15 京都産業大学 20 立正大学 25 東海大学

(大学名ＡＢＣ順)

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名

1 愛知大学 8 白鴎大学 15 甲南大学 22 武蔵野美術大学 29 立命館アジア太平洋大学 36 創価大学

2 亜細亜大学 9 阪南大学 16 久留米大学 23 武蔵野大学 30 流通経済大学 37 大正大学

3 跡見学園女子大学 10 広島修道大学 17 共立女子大学 24 名古屋学院大学 31 成城大学 38 拓殖大学

4 文教大学 11 実践女子大学 18 京都橘大学 25 南山大学 32 成蹊大学 39 東邦大学

5 獨協大学 12 城西大学 19 松山大学 26 日本女子大学 33 西南学院大学 40 東京女子大学

6 同志社女子大学 13 城西国際大学 20 桃山学院大学 27 大阪学院大学 34 芝浦工業大学 41 東京経済大学

7 学習院大学 14 順天堂大学 21 武蔵大学 28 追手門学院大学 35 昭和女子大学 42 東京国際大学

(大学名ＡＢＣ順)

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名

1 梅花女子大学 11 兵庫医療大学 21 国際基督教大学 31 流通科学大学 41 天理大学 51 津田塾大学

2 筑紫女学園大学 12 石巻専修大学 22 京都精華大学 32 西武文理大学 42 東北公益文科大学 52 和光大学

3 獨協医科大学 13 金沢星稜大学 23 松山東雲女子大学 33 聖学院大学 43 常磐大学 53 山梨英和大学

4 フェリス女学院大学 14 関東学園大学 24 宮城学院女子大学 34 聖カタリナ大学 44 東京医療保健大学 54 四日市大学

5 福岡女学院大学 15 恵泉女学園大学 25 桃山学院教育大学 35 聖路加国際大学 45 東京情報大学 55 四日市看護医療大学

6 福岡女学院看護大学 16 敬和学園大学 26 ノートルダム清心女子大学 36 清泉女子大学 46 東京女子医科大学

7 学習院女子大学 17 神戸女学院大学 27 大阪医科大学 37 聖心女子大学 47 東京歯科大学

8 姫路獨協大学 18 神戸海星女子学院大学 28 大阪女学院大学 38 仙台白百合女子大学 48 東洋英和女学院大学

9 広島女学院大学 19 皇學館大学 29 大阪薬科大学 39 白百合女子大学 49 東洋学園大学

10 兵庫医科大学 20 国際武道大学 30 大谷大学 40 園田学園女子大学 50 豊田工業大学

(大学名ＡＢＣ順)
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（２）集計表（グループ別集計）・・・11頁～19頁 

 

（３）学生１人あたり支給額のグループ別比較グラフ・・・20頁 

学生１人あたりの給費額（減免を含めた集計）・貸与額を、令和３年度学内奨学金等調査

の分類別（学部・大学院学生別）にグラフで表し、給費・貸与ごとに、グループ間の比

較ができるようまとめた。 

 

（４）学内奨学金等支給実績推移表・・・21頁 

全体集計のみ、平成28年度から令和２年度までの学内奨学金等の支給実績推移表を作成

した。 

グループ別は、私大連ホームページの加盟大学専用ページ内「データライブラリー」に

掲載している。 

 

（５）支給人数と１人あたり平均支給額の推移・・・22頁～25頁 

全体集計のみ、平成28年度から令和２年度までの学内奨学金等の支給人数の推移及び 

学生１人あたり平均支給額の推移をグラフで表した。 

 
（６）新制度に関する記述集計・・・26頁～28頁 

全体集計のみ、令和３年度「新制度に関する記述調査」における選択肢の項目について

集計結果をグラフで表し、グループ間の比較ができるようまとめた。 

 

【参考】学内奨学金等制度分類表 

 

 

＜受入れ留学生＞ 

 

【別表２】

定義 補足

Ｉ 受入れ留学生に関する奨学金等
受入れ留学生を対象とする奨学金等（入学金免除や奨励金、家賃補助、授業料減免
等を含む）

【注】

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外してください。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

３．賞状や記念品などのように、明確な金額が確定しないものは除外する。商品券や図書券のように、給費する金額が明確なものは、奨学金として取り扱います。

学内奨学金等制度分類表（受入れ留学生）

分類
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（６） 新制度に関する記述集計

①各学期の初めに支援対象者であることが判明している奨学生に係る、授業料減免の方法について

①-1 新入生　入学金

1 2 3 4 5 無回答

全体 88.8% 6.4% 0.0% 1.6% 1.6% 1.6%

１G 92.9% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0%

２G 95.2% 2.4% 0.0% 0.0% 2.4% 0.0%

３G 81.8% 12.7% 0.0% 0.0% 1.8% 3.6%

①-２ 新入生　授業料

1 2 3 4 無回答

全体 70.4% 18.4% 4.8% 4.8% 1.6%

１G 78.6% 7.1% 7.1% 7.1% 0.0%

２G 78.6% 11.9% 7.1% 2.4% 0.0%

３G 60.0% 29.1% 1.8% 5.5% 3.6%

１．入学手続き時には通常通り納入させ、入学後に減免分を返金する。
２．入学手続き時に高校予約による「採用候補者決定通知」の提示を受けた場合、納入を猶予し、入学後に減免分を差し引いた額を納入させる。
３．入学手続き時に高校予約による「採用候補者決定通知」の提示を受けた場合、減免分を差し引いた額を納入させる。入学しなかった場合は、
　　差し引いていた額を請求する。
４．入学手続き時に高校予約による「採用候補者決定通知」の提示を受けた場合、減免分を差し引いた額を納入させる。入学しなかった場合でも、
　　（新制度における減免対象にはならないが）追加の請求はしない。
５．その他

１．入学手続き時には通常通り納入させ、入学後に減免分を返金する。
２．入学手続き時に高校予約による「採用候補者決定通知」の提示を受けた場合、納入を猶予し、入学後に減免分を差し引いた額を納入させる。
３．入学手続き時に高校予約による「採用候補者決定通知」の提示を受けた場合、減免分を差し引いた額を納入させる。
４．その他

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

全体
１G

２G
３G

①ー１新入生 入学金
1.通常通り納入させ入学後に減免分を返金する

2.納入を猶予し、入学後に減免分との差額を納入させる

3.減免分との差額を納入させる（入学しない場合減免分を請求
する）
4.減免分との差額を納入させる（入学しない場合残りを請求し
ない）
5.その他

N.A.

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体
１G

２G
３G

①ー２新入生 授業料
1.通常通り納入させ入学後に減免分を返金する

2.納入を猶予し、入学後に減免分との差額を納入させる

3.減免分との差額を納入させる

4.その他

N.A.
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①-３ 在学生　授業料

1 2 3 4 無回答

全体 28.8% 44.8% 9.6% 15.2% 1.6%

１G 35.7% 39.3% 3.6% 21.4% 0.0%

２G 31.0% 47.6% 9.5% 11.9% 0.0%

３G 23.6% 45.5% 12.7% 14.5% 3.6%

1 2 無回答

全体 73.6% 24.8% 1.6%

１G 71.4% 28.6% 0.0%

２G 73.8% 26.2% 0.0%

３G 74.5% 21.8% 3.6%

③授業料納入後に支援対象者となり、減免分の授業料を返金する場合の方法について

1 2 3 4 無回答

全体 13.6% 32.0% 33.6% 19.2% 1.6%

１G 3.6% 32.1% 32.1% 32.1% 0.0%

２G 7.1% 33.3% 31.0% 28.6% 0.0%

３G 23.6% 30.9% 36.4% 5.5% 3.6%

１．本制度に関係なく登録させている授業料等の引落し口座に振り込み
２．本制度のために、予め登録させた口座に振り込み
３．都度、振込先口座を申請してもらい、その口座に振り込み
４．その他

１．適用している。
２．適用していない。

１．通常どおり納入させ、後日（支援区分確定後）減免分を返金する。
２．納入を猶予し、支援区分確定後、減免分を差し引いた額を納入させる。
３．延納申請を提出させ、支援区分確定後、減免分を差し引いた額を納入させる。
４．その他

②前問①において、ご回答いただいた取り扱いは、「授業料納入期日より前に、新たに新制度に申請した学生」にも
適用されていますか。

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

全体
１G

２G
３G

①ー３在学生 授業料

1.通常通り納入させ、後日減免分を返金する

2.納入を猶予し、区分確定後に減免分との差額を納入させる

3.延納申請させ、区分確定後に減免分との差額を納入させる

4.その他

N.A.

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体
１G

２G
３G

②新たに新制度に申請した学生への適用

1.適用し
ている
2.適用し
ていない
N.A.
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④適格認定（家計）により区分が変更になり、奨学生が個別にJASSOへ申請して再判定になったケースの有無

   （個別に申請はしていないがJASSOで 再判定された場合を含む）

1 2 無回答

全体 48.0% 50.4% 1.6%

１G 14.3% 85.7% 0.0%

２G 35.7% 64.3% 0.0%

３G 74.5% 21.8% 3.6%

⑤【授業料減免のみ】または【給付奨学金のみ】の支援を受けることに至った理由

＜n＝５７＞

件数 割合

29 50.9%

21 36.8%

5 8.8%

2 3.5%

5 8.8%

※「理由」は、記述回答を事務局で読み込んで分類・整理した。

4.旧制度給付奨学金利用のため

5.その他

1.民間財団等のものと併給不可のため

　理　　　由（※）

2.特待生､ｽﾎﾟｰﾂ奨励生､その他学内制度
で授業料減免を受けるため

3.留学に伴いそのための奨学金等受給の
ため

１．無
２．有

0.0%

20.0%

40.0%

全体
１G

２G
３G

③授業料納入後に支援対象となった学生への減免分の返金方法

1.登録させている授業料等引落し口座に振込み

2.この制度のため登録させた口座に振込み

3.都度、振込先口座を申請してもらい振込み

4.その他

無回答

0.0%
20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

全体
１G

２G
３G

④区分変更になり奨学生が個別にJASSOに
申請して再判定になったケースの有無

1.無

2.有

N.A.

50.9%

36.8%

8.8%

3.5%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

1.⺠間財団等と併給不可

2.学内制度で授業料減免

3.留学関係奨学金受給

4.旧制度給付奨学金利用

5.その他

⑤【授業料減免のみ】または【給付奨
学金のみ】の支援を受ける理由
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令和３年度学生委員会委員 

 

担当理事 伊 藤 公 平  慶 應 義 塾  塾長 

委 員 長 池 谷 知 明 早 稲 田 大 学 学生部長・社会科学総合学術院教授 

 委  員 鳥 居 伸 好 中 央 大 学 副学長(学生総合支援担当)・学生部長・経済学部教授  

 下 楠 昌 哉 同 志 社 学生支援センター所長・文学部教授 

 栫 井 昌 邦 福 岡 大 学 学生部長・経済学部教授 

 福 武 慎太郎 上 智 学 院 学生センター長・総合グローバル学部教授 

 松 村 吉 信 関 西 大 学 学生センター所長・化学生命工学部教授 

 本 郷    亮 関 西 学 院 学生支援機構副機構長（学生部長）・経済学部教授 

 田 上 雅 徳 慶 應 義 塾 学生総合センター長・法学部教授 

 浜 本 牧 子 明 治 大 学 学生部長・農学部教授 

 北 條  英 勝 武 蔵 野 大 学 副学長・人間科学部教授 

 豊 島 明 子 南 山 学 園 学生部長・法務研究科教授 

 安 達 栄 司 立 教 学 院 学生部長・法学部教授 

 佐々木   宏 立 教 学 院 キャリアセンター部長・経営学部教授 

 河 原 典 史 立 命 館 学生部長・文学部教授 

（令和４年 ３月現在） 

 

令和３年度学生委員会奨学金等分科会委員 

 

分科会長 鳥 居  伸 好  中 央 大 学  副学長(学生総合支援担当)・学生部長・経済学部教授  

 委  員 芝 沼 康 寛 中 央 大 学 学生部事務室奨学課課長  

 大 髙 美由紀 法 政 大 学 学生センター厚生課課長 

     加 来 信 人    慶 應 義 塾  学生部福利厚生支援担当課長 

     伊 藤 由 巳    立 教 学 院  学生部学生課担当課長 

     五 坪 智 彰    立 命 館  学生部衣笠学生オフィス課長 

     矢古宇 克 昌    早 稲 田 大 学  学生部奨学課長 

（令和４年 ３月現在） 

 

担当事務局 教学支援課 

課 長  相 坂 太 郎 

課 員  秋 濱 里 佳 

      課 員  堀 井 千 裕 
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一般社団法人日本私立大学連盟加盟大学一覧
（大学名ＡＢＣ順）

（125大学 2022（令和4）年3月現在）

愛 知 大 学 城 西 国 際 大 学 武 蔵 野 大 学 昭 和 女 子 大 学

亜 細 亜 大 学 順 天 堂 大 学 武 蔵 野 美 術 大 学 園 田 学 園 女 子 大 学

青 山 学 院 大 学 金 沢 星 稜 大 学 名 古 屋 学 院 大 学 創 価 大 学

跡 見 学 園 女 子 大 学 関 西 大 学 南 山 大 学 大 正 大 学

梅 花 女 子 大 学 関 西 学 院 大 学 日 本 大 学 拓 殖 大 学

文 教 大 学 関 東 学 園 大 学 日 本 女 子 大 学 天 理 大 学

筑 紫 女 学 園 大 学 関 東 学 院 大 学 ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心女子大学 東 邦 大 学

中 京 大 学 慶 應 義 塾 大 学 大 阪 学 院 大 学 東 北 学 院 大 学

中 央 大 学 恵 泉 女 学 園 大 学 大 阪 医 科 薬 科 大 学 東 北 公 益 文 科 大 学

大 東 文 化 大 学 敬 和 学 園 大 学 大 阪 女 学 院 大 学 東 海 大 学

獨 協 大 学 神 戸 女 学 院 大 学 大 谷 大 学 常 磐 大 学

獨 協 医 科 大 学 神戸海星女子学院大学 追 手 門 学 院 大 学 東 京 医 療 保 健 大 学

同 志 社 大 学 皇 學 館 大 学 立 教 大 学 東 京 情 報 大 学

同 志 社 女 子 大 学 國 學 院 大 学 立 正 大 学 東 京 女 子 大 学

フェリス女学院大学 国 際 武 道 大 学 立 命 館 大 学 東 京 女 子 医 科 大 学

福 岡 大 学 国 際 基 督 教 大 学 立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学 東 京 経 済 大 学

福 岡 女 学 院 大 学 駒 澤 大 学 龍 谷 大 学 東 京 国 際 大 学

福岡女学院看護大学 甲 南 大 学 流 通 科 学 大 学 東 京 農 業 大 学

学 習 院 大 学 久 留 米 大 学 流 通 経 済 大 学 東 京 歯 科 大 学

学 習 院 女 子 大 学 共 立 女 子 大 学 西 武 文 理 大 学 東 洋 大 学

白 鷗 大 学 京 都 産 業 大 学 聖 学 院 大 学 東洋英和女学院大学

阪 南 大 学 京 都 精 華 大 学 成 城 大 学 東 洋 学 園 大 学

姫 路 獨 協 大 学 京 都 橘 大 学 聖 カ タ リ ナ 大 学 豊 田 工 業 大 学

広 島 女 学 院 大 学 九 州 産 業 大 学 成 蹊 大 学 津 田 塾 大 学

広 島 修 道 大 学 松 山 大 学 西 南 学 院 大 学 和 光 大 学

法 政 大 学 松 山 東 雲 女 子 大 学 聖 路 加 国 際 大 学 早 稲 田 大 学

兵 庫 医 科 大 学 明 治 大 学 清 泉 女 子 大 学 山 梨 英 和 大 学

兵 庫 医 療 大 学 明 治 学 院 大 学 聖 心 女 子 大 学 四 日 市 大 学

石 巻 専 修 大 学 宮 城 学 院 女 子 大 学 仙 台 白 百 合 女 子 大 学 四日市看護医療大学

実 践 女 子 大 学 桃 山 学 院 大 学 専 修 大 学

上 智 大 学 桃 山 学 院 教 育 大 学 芝 浦 工 業 大 学

城 西 大 学 武 蔵 大 学 白 百 合 女 子 大 学
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